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P-stranding の扱いを詳細に分析し，一方で Helsinki Corpus（初期近代英
語のみ）と Archer Corpus（イギリス英語のみ）を使って，P-stranding の実
際の生起状況を調査する，という二つの異なるアプローチを組み合わせ
た構成になっている。過去の文法記述を大量に，そして総合的に扱う手














研究者が，近年好んで用いるものである。たとえば Ingrid Tieken-Boon 
van Ostade は，規範文法家の一人である Robert Lowth に関心をもち，そ
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の文法記述だけでなく，Lowth 自身の言語使用も分析した（cf. Tieken-
Boon van Ostade 2011）。もっとも本書の場合は，その関心が向かう方向は，
どちらかといえば英文法史の方のようである。
　本書は，前後の付録部分を除くと，以下の章から成る。
1 Introduction （pp. 1-23）
2 Methodology （pp. 24-55）
3 Eighteenth-century precept （pp. 56-105）
4 Usage in Early and Late Modern English （pp. 106-152）
5 Grammar, rhetoric and style （pp. 153-283）
6 Latent awareness （pp. 284-303）
7 Conclusion （pp. 304-310）
当時の言語の分析は，第 4 章の 47 頁のみであり，著者の関心が言語分
析よりも英文法史（第 3 章，第 5 章，第 6 章）に向けられていることは明
らかである。第 4 章が英文法史についての記述を分断する構成は，本書
を若干読みにくいものにしている。
　本書をさらに詳しくみると，まず第 1 章は P-stranding の定義に始まる。
一般に P-stranding といえば，いわゆる pied-piping と対比される関係代
名 詞 構 文（e.g. “The evening course which I referred to earlier is no longer 
available,” p. 4）が想起されるが，本書で扱う P-stranding は幅広く，たと
えば感嘆文中のもの（e.g. “What a mess he has got himself into!” p. 4）や不
定詞句のもの（e.g. “I have no friends to rely on,” p. 4）なども含む。
　第 1 章の後半では，言語の標準化について，Haugen （1972）のモデル
と Milroy & Milroy （1985）のモデルが紹介され，本書が後者を採用する
こと，歴史社会言語学の考え方が重要なテーマの一つであることが述べ











　第 2 章の Methodology は，2.1 Precept data sources と 2.2 Usage corpus
から成り，それぞれについて資料の観点から記述がなされている。
Precept data sources では，文法書の出版が 18 世紀の後半以降に急増する
こと，そのうちの一定数がリプリントであること，文法書を記述した人々
には教育者や聖職者がいたことなどが解説される。Usage corpus は，使










3.4 節の Nineteenth-century context を含み，19 世紀文法書の記述も詳し
い点である。初めから，19 世紀を視野に入れた章の組み立てを構想して
もよかったかもしれない。
　 第 4 章 は， コ ー パ ス を 使 っ た 言 語 分 析 で あ る。4.1 Preposition 
placement and clause types, 4.2 Diachronic trends, 4.3 Register variation と
Concluding remarks から成り，このうち英文法における規範との関係で
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読者としてはやはり興味深い。
　一方，4.1 節と 4.3 節は，1500 ～ 1900 年という 400 年間を扱いながら，
議論が同時代的でありすぎる感を否めない。4.1 節は，400 年間のデータ
を一括して扱い，受動構文や zero 関係代名詞構文，wh 関係代名詞構文，
不定詞構文で P-stranding の生起数が多いとする。P-stranding にかかわら
ず，これらの構文自体の頻度が 400 年間に変動していないか，気になる




　第 5 章と第 6 章は，再び英文法史の議論に戻る。ただし，すでに英文
法史を扱った第 3 章がどちらかといえば量的分析であったのに対して，
第 5 章と第 6 章は質的に，関連の文法書や著者をあげながら，その特徴
を記述していくという手法を取る。第 5 章は 130 頁ほどの紙幅を割いて
いることからもわかるように，著者が最も力を入れた部分であろう。一
方，第 6 章は 20 頁弱と少ない。ただし，第 6 章の重要度が低いかといえば，
必ずしもそうではなく，第 5 章と第 6 章の内容は連続的であり，第 5 章
の分量を調節するために便宜的に分割されているのではないか，との印
象を評者は受けた。したがってここでは，まとめて論じることにする。
　第 5 章と第 6 章は内容面でも重なる部分が多い。Latent awareness と題
された第 6 章では，John Dryden, Joseph Addison, Elizabeth Montague な
どの個別の著者が取り上げられ，規範性への意識が 18 世紀の後半に明
らかになる以前から潜在的に存在していたとするが，Grammar, rhetoric 

















　一方で，著者が “The role of rhetoric ⋮ has not been largely overlooked in 
the history of eighteenth-century prescriptivism” （p. 236） と述べるように，
レトリックを視野に入れた議論がこれまでほとんどなかったかといえ
ば，必ずしもそうではない。レトリックという用語を前面に出さない場
合でも，著者が述べる reason, propriety, decorum, politeness などへの気
づきは，多くの先行研究で扱われているところである。また，文法の規
範性が 18 世紀後半よりも早い時期から潜在的に存在していたことが第 5
章と第 6 章で述べられるが，この記述が前半にくるような本の構成であっ




Hernández-Campoy & Conde-Silvestre （2012）は，一貫して，Conde-Silves-
tre & Hernández-Campoy （2012）（著者順が逆）となっている。その他で気










間違いない。また本書の書評を書いた Ebner （2016） がその結論部分で“an 
important piece to the socio-historical study of effects of prescriptivism on 
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